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前号で、本年度の学校づくりにの土台となる「笑顔があふれ、主体的に活動する学校づくり」
の中の笑顔があふれる学校づくりの取組についてお知らせしました。今回は後半の主体的に活動す
る学校づくりについて、現在取り組んでいることを簡単に紹介します。

① 校内研修での取組
学校では、毎年テーマを決めて校内研修に取り組んでいます。今年度のテーマは「主体的に自分

の思いや考えを伝え合う子ともの育成」で、主体的で対話的な学習の実現に向けた授業づくりを目指
して取組を進めているところです。主体的な学びにつながる取組の一例を紹介します。
○単元デザイン（学習計画）：単元のゴールを確認し、どのように学習を進めていくかを教師と共
に計画をします。主体的な学習につなげるための素地の育成を図ります。

○自分の考えを伝え合う場の工夫：授業中、考えを持つ（書く）時間と交流する（伝え合う）時
間を設定します。全校で話し合う場「みんミンタイム（HPで確認下さい）」も設定しています。

○ ICTの効果的活用：教材の提示や考えを交流させる場のみならず、ドリル学習にも活用してい
きます。授業の予習や復習・苦手な問題の補充など、個に応じた学びが可能となります。

○夢育タイムの実施：主体的な家庭学習につなげるために、自主学習に取り組ませていきます。
夢育タイムでどんな学習をするか、計画的に学習できるよう、段階的に取組を進める予定です。

② 興味関心を高める取組
子ども達の主体的に学ぶ意欲を高めるためには、「なぜだろう？、どうすればいいかなぁ？、や

ったできたぞ！」等々興味関心を高めることが重要となってきます。１階の保健室～理科室～ひま
わり教室の廊下に、以下のような興味関心を高める資料や展示がたくさんあります。チャレンジコー
ナーでは、頑張りを掲示することで意欲が高まっています。授業参観の折にでもご覧ください。

学校だより４号で「児童が主体となった運動会」の取組についてお知らせしましたが、子ども達
は他の場面でも意欲的に頑張ってくれています。最近の様子を紹介します。

① その先を考えて（５年生 集団宿泊教室）
「５分前行動～その先を考えて～」という目標をもち、小

野部田小学校と一緒に豊野少年自然の家で１泊２日で行い
ました。５分前の行動を意識しながら、班のメンバーと互
いに考え協力しながら活動することができました。この経
験が、その後の学校生活にもいかされているようです。

② よりよい学校づくり（委員会活動）
委員会活動は、集団の一員としてよりよい学校づくりに参画し、学校生活の充実と向上を図る活動を

ねらいとして行われているものです。各委員会の現在の取組を紹介します。
○児童会執行部：執行部として全体をリードし、児童会全体の活性化に努めています。ユニセフ
募金の活動を計画しています。企画運営はすべて執行部で行い、主体的に取り組んでいます。

○体育委員会：「元気に体を動かそう！」をテーマに、朝から海東オリンピックを開催。種目は
キックボーリング・的当て・フープ回し・スカッド投げ等、縦割り班で楽しんでいます。

○環境委員会：ペットボトルキャップ集めを行っています。発展途上国の子ども達に向けワクチ
ンを寄付する活動です。また、トイレのスリッパの乱れ解消のための足形を貼りました。

○すくすく元気委員会：生活リズムの見直し啓発のための「ハッピー集会」に向けて、日々練習
中です。しっかり考えてもらえるようアイデアを出し合いながら、練習に取り組んでいます。

○図書委員会：楽しく読書する取組として「紫陽花イベント」を開催。２冊借りたら紫陽花の花
びらを一枚貼っていきます。図書室の前の廊下には色とりどりのあじさいの花が咲いています。

③ 「海東小 みんなのいいところ探し」（６年生からの新しい提案）
ある日の昼休み、６年生の岩見君と吉澤さんが、相談がありますと校長室を訪ねてきました。「１

年生の男の子がトイレのスリッパを並べていました。他にも海東小の子ども達には、いいと
ころがたくさんあると思います。それをみんなに紹介して、広げていきたい思っています。」
とのことでした。とても素晴らし提案でした。○か 新しい取組を企画し○い どうすればいいか考え
工夫し○と 海東小みんなのことを大切に思い○う 校長室まで相談に来る。目指す４つの力が育ってきて
いることを実感した瞬間でした。先週から給食時間の放送で「海東小 いいところ探し」が始まり
ました。またひとつ、新しい伝統が始まりました！
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